








要約 ネフローゼ症侯群の治療前および治療中(ブレドニン60㎎/m㎡を4週間連日投与し

た時点)の血清中 soluble CD4および soluble CD8 値を測定し、末梢血単核球亜型との関連

性を検討した。ネフローゼ症侯群治療前の soluble CD8 値は、健康小児に比べ高値でステ

ロイド投与後は正常範囲内に低下した。soluble CD4 値は、健康小児と差がなかった。ま

た、ネフローゼ症侯群治療前の末梢血CD8 陽性 Tリンパ球数は正常範囲内であったが、一

部の症例でHLA-DR陽性CD8Tリンパ球の増加がみられた。血清中のsoluble CD8の高値は、

ネフローゼ症侯群での CD8 陽性細胞の活性化を反映するものと考えられた。 


